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企
業
で
の
女
性
労
働
者
の
意
識
高

揚
と
資
質
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、

女
性
活
用
の
理
解
を
深
め
る
た
め
、

企
業
の
中
間
管
理
職
を
対
象
に
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
＝
５
月
28
日
�
午
後
１
時
30
分

〜
３
時
30
分
　
会
場
＝
市
町
村
会
館

（
元
総
社
町
）

対
象
＝
女
性
の
部
下

を
持
つ
企
業
の
中
間
管
理
職
、
先
着

三
十
人
　
内
容
＝「
い
ま
管
理
職
に

求
め
ら
れ
る
こ
と
」
な
ど
を
テ
ー
マ

に
東
和
銀
行
研
修
所
・
森
村
尚
之
さ

ん
が
講
演
　
申
し
込
み
＝
５
月
22
日

�
ま
で
に
21
世
紀
職
業
財
団
群
馬
事

務
所
�
２
２
３
―
２
０
２
３
へ

日
時
＝
６
月
16
日
�
午
後
４
時
　
会

場
＝
県
民
会
館
　
内
容
＝
銘
菓
展

示
、
和
・
洋
菓
子
づ
く
り
の
実
演
・

試
食
、
茶
席
、
喫
茶
コ
ー
ナ
ー
、
歌

手
・
水
前
寺
清
子
さ
ん
の
講
演
な
ど

入
場
料
＝
千
五
百
円
（
当
日
千
八
百

円
）。チ
ケ
ッ
ト
は
前
橋
菓
子
組
合
加

盟
店
で
販
売
中
　
問
い
合
わ
せ
＝
前

橋
菓
子
祭
り
実
行
委
員
会
�
２
３
２

―
６
２
６
１

経
営
・
情
報
技
術
の
コ
ン
サ
ル
テ

ィ
ン
グ
を
行
い
ま
す
。
随
時
受
け
付

け
で
、
申
し
込
み
の
あ
っ
た
企
業
へ

直
接
伺
い
ま
す
。

□
経
営
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

対
象
＝
市
内
中
小
企
業
　
内
容
＝
経

営
戦
略
、
経
営
諸
問
題
な
ど
を
全
国

屈
指
の
中
小
企
業
診
断
士
が
ア
ド
バ

イ
ス
　
費
用
＝
無
料
（
二
日
以
内
）

申
し
込
み
＝
工
業
課
�
８
９
０
―
６

６
１
２
へ

□
情
報
技
術
（
Ｉ
Ｔ
）
活
用
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ

対
象
＝
市
内
中
小
企
業
　
内
容
＝
情

報
技
術
取
り
入
れ
に
よ
る
社
内
シ
ス

テ
ム（
一
般
事
務
処
理
・
生
産
管
理
・

在
庫
管
理
）
の
構
築
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
な
ど
に
よ
る
社
外
と
の
取
り
引

き
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ

ム
の
構
築
な
ど
を
専
門
家
が
ア
ド
バ

イ
ス
。
パ
ソ
コ
ン
な
ど
を
導
入
し
て

い
な
い
企
業
も
今
後
の
方
針
な
ど
に

つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
　
費
用
＝
無
料

（
三
日
以
内
）

申
し
込
み
＝
工
業

課
�
８
９
０
―
６
６
１
２
へ

前
橋
産
業
技
術
専
門
校
で
は
、「
国

内
旅
行
業
務
取
扱
主
任
者
受
験
準
備

講
習
会
」
の
受
講
者
を
募
集
し
ま
す
。

日
時
＝
６
月
16
日
�
〜
７
月
４
日
�

（
土
日
曜
を
除
く
）
と
８
月
25
日
�

〜
29
日
�
の
二
十
日
間
、
午
後
６
時

30
分
〜
８
時
30
分
　
会
場
＝
前
橋
産

業
技
術
専
門
校
（
石
関
町
）

対
象

＝
在
職
ま
た
は
求
職
者
で
受
験
を
希

望
す
る
人
、
二
十
人
（
抽
選
）

参

加
費
＝
一
万
二
千
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

申
し
込
み
＝
６
月
４
日
�
（
必
着
）

ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ
で
。
住
所
・
氏

名
（
返
信
面
に
も
）・
電
話
番
号
・
勤

務
先
を
明
記
し
、
〒
３
７
１
―
０
０

０
６
前
橋
市
石
関
町
一
二
四
―
一
・

前
橋
産
業
技
術
専
門
校
（
�
２
３
０

―
２
２
１
１
）
へ

中
小
企
業
が
抱
え
る
さ
ま
ざ
ま
な

問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
商
工
会

議
所
内
に「
総
合
相
談
窓
口
」を
開
設
。

公
的
機
関
か
ら
の
施
策
情
報
・
企
業

診
断
・
経
営
指
導
・
技
術
開
発
な
ど

で
支
援
し
ま
す
。
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

開
設
期
間
＝
来
年
３
月
31
日
�
ま
で

対
象
＝
創
業
・
開
業
を
予
定
し
て
い

る
人
、
新
商
品
・
新
サ
ー
ビ
ス
の
開

発
や
販
路
を
開
拓
し
た
い
人
な
ど
　

内
容
＝
相
談
員
二
人
が
中
小
企
業
の

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
無
料
で
ア
ド
バ

イ
ス
　
問
い
合
わ
せ
＝
前
橋
地
域
ベ

ン
チ
ャ
ー
支
援
セ
ン
タ
ー
（
商
工
会

議
所
内
）
�
２
３
４
―
５
１
１
１

商
工
会
議
所
と
国
民
生
活
金
融
公

庫
の
共
催
で
、
金
融
特
別
相
談
会
を

開
催
し
ま
す
。

日
時
＝
６
月
20
日
�
午
前
10
時
〜
午

後
３
時
　
会
場
＝
商
工
会
議
所
　
対

象
＝
中
小
企
業
者
　
内
容
＝
運
転
資

金
・
設
備
資
金
の
融
資
相
談
。
限
度

額
は
四
千
八
百
万
円
、
金
利
一
・
四

％
。
運
転
資
金
は
五
年
、
設
備
資
金

は
十
年
で
返
済
　
申
し
込
み
＝
相
談

日
の
前
日
ま
で
に
同
所
�
２
３
４
―

５
１
１
１
へ
　
そ
の
他
＝
確
定
申
告

書
、
決
算
書
を
用
意

年
金
は
物
価
ス
ラ
イ
ド
制
で
す
が
、

平
成
十
二
年
度
か
ら
十
四
年
度
ま
で

の
三
年
間
は
、
物
価
の
下
落
に
も
か

か
わ
ら
ず
特
例
的
に
年
金
額
が
減
額

さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
世
代
と
世
代
の
支
え
合

い
（
世
代
間
扶
養
）
に
よ
っ
て
成
り

立
っ
て
い
る
年
金
制
度
で
は
、
保
険

料
を
負
担
し
て
い
る
現
役
世
代
と
、

年
金
を
受
給
し
て
い
る
世
代
の
均
衡

を
図
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
現
役
世

代
の
賃
金
が
減
少
す
る
中
で
、
年
金

額
も
過
去
四
年
間
の
消
費
者
物
価
の

下
落
分
（
マ
イ
ナ
ス
二
・
六
％
）
の

う
ち
、
平
成
十
四
年
の
消
費
者
物
価

の
下
落
分
（
マ
イ
ナ
ス
〇
・
九
％
）

に
つ
い
て
減
額
改
定
が
行
わ
れ
ま
し

た
。本

年
度
四
月
分
の
年
金
（
定
期
支

払
い
の
場
合
、
六
月
支
払
い
分
）
か

ら
改
定
さ
れ
、
年
金
額
の
お
知
ら
せ

「
年
金
額
改
定
通
知
書
」
は
六
月
上

旬
ま
で
に
、
社
会
保
険
業
務
セ
ン
タ

ー
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
。

○
…
問
い
合
わ
せ
は
前
橋
社
会
保
険

事
務
所
�
２
３
１
―
１
７
０
５
へ
。

中
間
管
理
職
対
象
に

女
性
活
用
セ
ミ
ナ
ー

６
月
ま
で
に
通
知

年
金
額
の
改
定

Ｉ
Ｔ
活
用
と
経
営

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

旅
行
業
務
取
扱
者

受
験
準
備
の
講
習

新
商
品
の
開
発
な
ど

ご
相
談
く
だ
さ
い

中
小
企
業
者
向
け

融
資
の
相
談
会

菓
子
祭
り
で

水
前
寺
さ
ん
講
演

水前寺清子さん

年金は世代間の支え合い


